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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期連結
累計期間

第62期
第１四半期連結

累計期間
第61期

会計期間
自 2014年４月１日

至 2014年６月30日

自 2015年４月１日

至 2015年６月30日

自 2014年４月１日

至 2015年３月31日

売上高 （千円） 5,537,630 6,670,961 23,691,577

経常利益 （千円） 109,346 307,013 889,718

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益（△は損失）
（千円） △67,894 131,053 141,174

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △26,569 213,933 561,221

純資産額 （千円） 1,589,278 2,229,872 2,096,427

総資産額 （千円） 9,332,169 11,975,688 10,491,174

１株当たり四半期（当期）純利益

（△は損失）金額
（円） △10.72 20.70 22.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 14.9 15.3 16.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、第61期第１四半期連結累計期間は、１株当たり四

半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第61期及び第62期第１四半期連結累計期間は、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は下記のとおりです。

フランチャイザーとの契約について

契約名 契約年月日 契約期間 契約相手先 契約内容

エッグスンシングス

フランチャイ

ズ契約

2015年７月14日 2015年７月14日よ

り５年間。期間満

了６ヶ月前までに

双方の異議申出が

無い限り、更に２

年間の延長、その

後も同様とする。

EGGS`N THINGS

JAPAN株式会社

当社グループが大阪市此花区島屋ザパーク

フロントホテルアットユニバーサル・スタ

ジオ・ジャパン３階において「エッグスン

シングス」レストランの運営及び関連商品

の販売に関する権限の付与と、運営上の義

務を規定する。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境に改善が見られたことにより、緩やかな

回復基調で推移いたしました。

海外経済におきましては、米国では雇用環境の改善傾向が維持されたことにより、緩やかな拡大が続きました。

欧州では、個人消費が堅調に推移したものの、ギリシャの財政危機による影響は不透明であり、先行きに予断を許

さない状況が続くものと考えられます。新興国では、一部の国で景気減速を背景に成長鈍化が見受けられました。

外食産業におきましては、個人消費はいまだ全般的な回復基調には至っておらず、また、原材料価格の高騰が依

然として継続しており、今後も厳しい経営環境で推移するものと認識しております。

このような経営環境のもと、当社グループは、中長期的な成長の基盤を構築すべく既存店舗の収益安定を図ると

ともに、ブランド群の拡充を進めるべく新業態の導入を模索してまいります。また将来における海外の事業基盤を

強化させるため、合弁事業やフランチャイズ事業を含めた出店地域の更なる拡大に取組んでまいります。

新規出店については、日本国内において、「カプリチョーザ」「エッグスンシングス」をさいたま市のコクーン

シティに各１店舗、「サラベス」「ウルフギャング・ステーキハウス」を大阪市のルクアイーレに各１店舗出店い

たしました。

フランチャイズ展開におきましては、日本国内において「カプリチョーザ」を２店舗出店いたしました。海外で

は、「カプリチョーザ」をマレーシアに１店舗出店いたしました。

業績につきましては、以上の結果により、当第１四半期連結累計期間における売上高は、6,670百万円（前年同

期比20.5％増）、営業利益は314百万円（前年同期比146.7％増）、経常利益は307百万円（前年同期比180.8％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は131百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失67百万

円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

国内は、売上高は4,771百万円（前年同期比23.5％増）、営業利益は289百万円（前年同期比106.5％増）とな

りました。

②北米

北米では、売上高は1,326百万円（前年同期比15.3％増）、営業利益は73百万円（前年同期比446.2％増）とな

りました。
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③ミクロネシア

ミクロネシアでは、売上高は433百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益は57百万円（前年同期比17.9％減）

となりました。

④アジア

アジアでは、売上高は157百万円（前年同期比13.2％増）、営業損失は17百万円（前年同期は営業利益1百万

円）となりました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,127,680

計 22,127,680

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2015年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2015年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,331,920 6,331,920

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 6,331,920 6,331,920 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2015年４月１日～

2015年６月30日
－ 6,331,920 － 585,558 － 588,655

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2015年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 2015年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

400
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,330,200
63,302 －

単元未満株式
普通株式

1,320
－ －

発行済株式総数 6,331,920 － －

総株主の議決権 － 63,302 －

 

②【自己株式等】

 2015年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合（％)

株式会社ＷＤＩ
東京都港区六本木

五丁目５番１号
400 － 400 0.01

計 － 400 － 400 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2015年４月１日から2015

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2015年４月１日から2015年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2015年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2015年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,183,237 3,374,168

売掛金 523,491 481,336

たな卸資産 ※ 603,095 ※ 640,889

預け金 450,681 501,774

繰延税金資産 243,714 247,443

その他 310,777 332,756

貸倒引当金 △33,032 △32,942

流動資産合計 4,281,964 5,545,426

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,843,084 7,234,907

減価償却累計額 △4,050,536 △4,125,006

建物及び構築物（純額） 2,792,547 3,109,901

工具、器具及び備品 2,321,174 2,410,134

減価償却累計額 △1,786,240 △1,821,185

工具、器具及び備品（純額） 534,934 588,949

土地 232,941 232,941

建設仮勘定 133,701 12,645

その他 41,429 39,828

減価償却累計額 △30,625 △29,079

その他（純額） 10,804 10,748

有形固定資産合計 3,704,928 3,955,186

無形固定資産   

その他 242,336 233,443

無形固定資産合計 242,336 233,443

投資その他の資産   

長期貸付金 65,433 36,400

敷金及び保証金 1,620,742 1,621,644

繰延税金資産 412,767 414,601

その他 163,324 169,309

貸倒引当金 △323 △322

投資その他の資産合計 2,261,944 2,241,632

固定資産合計 6,209,209 6,430,262

資産合計 10,491,174 11,975,688
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2015年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2015年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 803,670 756,443

短期借入金 － 300,000

1年内返済予定の長期借入金 1,779,000 1,978,250

未払金 859,385 947,310

未払法人税等 167,505 88,743

賞与引当金 236,058 125,018

販売促進引当金 10,200 10,500

資産除去債務 12,828 11,069

その他 858,551 681,511

流動負債合計 4,727,199 4,898,846

固定負債   

長期借入金 3,267,500 4,444,500

退職給付に係る負債 8,794 8,310

その他 391,252 394,159

固定負債合計 3,667,547 4,846,969

負債合計 8,394,747 9,745,816

純資産の部   

株主資本   

資本金 585,558 585,558

資本剰余金 588,655 588,655

利益剰余金 590,538 670,940

自己株式 △322 △322

株主資本合計 1,764,428 1,844,831

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 3,776 △7,356

その他の包括利益累計額合計 3,776 △7,356

非支配株主持分 328,222 392,397

純資産合計 2,096,427 2,229,872

負債純資産合計 10,491,174 11,975,688
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2014年４月１日
　至　2014年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年６月30日)

売上高 5,537,630 6,670,961

売上原価 1,545,872 1,993,398

売上総利益 3,991,757 4,677,563

販売費及び一般管理費 3,864,342 4,363,190

営業利益 127,415 314,372

営業外収益   

受取利息 2,053 1,314

為替差益 － 7,490

受取保険金 6,288 －

その他 1,698 2,129

営業外収益合計 10,040 10,935

営業外費用   

支払利息 15,419 17,441

為替差損 3,869 －

貸倒損失 7,486 －

その他 1,334 851

営業外費用合計 28,109 18,293

経常利益 109,346 307,013

特別利益   

固定資産売却益 － 4,793

特別利益合計 － 4,793

特別損失   

固定資産売却損 286 －

固定資産除却損 4,117 607

減損損失 65,934 －

店舗閉鎖損失 27,459 3,811

特別損失合計 97,797 4,418

税金等調整前四半期純利益 11,549 307,388

法人税等 20,372 80,853

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,823 226,535

非支配株主に帰属する四半期純利益 59,071 95,481

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△67,894 131,053
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2014年４月１日
　至　2014年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,823 226,535

その他の包括利益   

為替換算調整勘定（税引前） △17,745 △12,601

その他の包括利益合計 △17,745 △12,601

四半期包括利益 △26,569 213,933

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △82,675 119,921

非支配株主に係る四半期包括利益 56,106 94,012
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、法人

税等に含めて表示しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2015年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2015年６月30日）

商品 181,449千円 179,252千円

原材料及び貯蔵品 421,646 461,636

計 603,095 640,889

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2014年４月１日
至　2014年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2015年４月１日
至　2015年６月30日）

減価償却費 146,124千円 162,452千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2014年４月１日　至　2014年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2014年６月26日

定時株主総会
普通株式 37,989 利益剰余金 6 2014年３月31日 2014年６月27日

 
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2015年６月24日

定時株主総会
普通株式 50,651 利益剰余金 8 2015年３月31日 2015年６月25日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2014年４月１日　至　2014年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 北米 ミクロネシア アジア 合計

売上高      

外部顧客への売上高 3,850,317 1,146,851 401,083 139,378 5,537,630

セグメント間の内部

売上高又は振替高
13,188 3,750 － － 16,938

計 3,863,505 1,150,601 401,083 139,378 5,554,569

セグメント利益 140,390 13,489 70,573 1,158 225,611

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

その他の調整額

225,611

△98,589

393

四半期連結損益計算書の営業利益 127,415

（注）全社費用は、主に当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用です。

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、閉鎖に伴う資産の除却が見込まれる店舗が存在したため、帳簿価額を回

収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しました。なお、当該減損損失の計上額は、当第

１四半期連結累計期間において65,934千円であります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 北米 ミクロネシア アジア 合計

売上高      

外部顧客への売上高 4,756,891 1,323,217 433,085 157,766 6,670,961

セグメント間の内部

売上高又は振替高
15,057 3,750 － － 18,807

計 4,771,949 1,326,967 433,085 157,766 6,689,768

セグメント利益

（△は損失）
289,929 73,682 57,910 △17,896 403,625
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２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

その他の調整額

403,625

△89,761

508

四半期連結損益計算書の営業利益 314,372

（注）全社費用は、主に当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用です。

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2014年４月１日
至　2014年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2015年４月１日
至　2015年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額（△は損失） △10.72円 20.70円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（△は

損失）（千円）
△67,894 131,053

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（△は損失）（千円）
△67,894 131,053

普通株式の期中平均株式数（株） 6,331,510 6,331,451

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため、当第１四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月６日

株式会社ＷＤＩ

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新井 達哉　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石原 鉄也　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＷＤＩ

の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＷＤＩ及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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